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公益社団法人日本学生陸上競技連合 

副会長兼専務理事 永井 純 

  

 

FISU ワールドユニバーシティゲームズ（2025/ライン・ルール） 

日本代表選手の推薦決定について 

 

 時下、ますますご清祥のことお慶び申し上げます。平素は、日本学生陸上界の向上と進展に多大な

るご協力をいただき、深く御礼申し上げます。 

 標記競技会において日本代表選手に推薦する競技者が決定しましたのでご報告申し上げます。 

 

記 

 ◇大会概要 

 １．大 会 名 FISU ワールドユニバーシティゲームズ（2025/ライン・ルール） 

 ２．期 日 2025年 7月16日(水)～7月27日(日) 

※陸上競技開催： 7月21日(月)～27日(日) 

 ３．場 所 ドイツ/ライン・ルール 

 

 ◇日本代表選手一覧  合計 47 名（男子 28 名 女子 19 名） 

男女 種目 氏名 フリガナ 学年 所属 

男子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100m 栁田 大輝 ﾔﾅｷﾞﾀ ﾋﾛｷ 4 東洋大学 

100m 大石 凌功 ｵｵｲｼ ﾘｸ 3 東洋大学 

200m 壹岐 元太 ｲｷ ｹﾞﾝﾀ 4 京都産業大学 

200m 植松 康太 ｳｴﾏﾂ ｺｳﾀ 2 中央大学 

400m 平川  慧 ﾋﾗｶﾜ ｷﾗ 2 東洋大学 

800m 落合  晃 ｵﾁｱｲ ｺｳ 1 駒澤大学 

800m 岡村 颯太 ｵｶﾑﾗ ｿｳﾀ 3 鹿屋体育大学 

1500m 前田 陽向 ﾏｴﾀﾞ ﾋﾅﾀ 4 環太平洋大学 

1500m 大野 聖登 ｵｵﾉ ｷﾖﾄ 3 順天堂大学 

5000m 鈴木 琉胤 ｽｽﾞｷ ﾙｲ 1 早稲田大学 

ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ 工藤 慎作 ｸﾄﾞｳ ｼﾝｻｸ 3 早稲田大学 

ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ 馬場 賢人 ﾊﾞﾊﾞ ｹﾝﾄ 4 立教大学 

ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ 上原 琉翔 ｳｴﾊﾗ ﾘｭｳﾄ 4 國學院大學 

20kmW 原  圭佑 ﾊﾗ ｹｲｽｹ M2 京都大学 

20kmW 吉迫 大成 ﾖｼｻﾞｺ ﾀｲｾｲ 3 東京学芸大学 

20kmW 土屋 温希 ﾂﾁﾔ ｱﾂｷ 4 立命館大学 



男子 110mH 阿部 竜希 ｱﾍﾞ ﾀﾂｷ 4 順天堂大学 

110mH 樋口 隼人 ﾋｸﾞﾁ ﾊﾔﾄ 4 筑波大学 

 400mH 髙橋 遼将 ﾀｶﾊｼ ﾘｮｳｽｹ 4 法政大学 

400mH 渕上 翔太 ﾌﾁｶﾞﾐ ｼｮｳﾀ 2 早稲田大学 

3000mSC 佐々木 哲 ｻｻｷ ﾃﾂ 1 早稲田大学 

走高跳 原口 颯太 ﾊﾗｸﾞﾁ ｿｳﾀ 3 順天堂大学 

走高跳 山中  駿 ﾔﾏﾅｶ ｼｭﾝ M1 京都大学 

棒高跳 原口 篤志 ﾊﾗｸﾞﾁ ｱﾂｼ 4 東大阪大学 

走幅跳 藤原 孝輝 ﾌｼﾞﾊﾗ ｺｳｷ M1 東洋大学 

三段跳 安立 雄斗 ｱﾀﾞﾁ ﾕｳﾄ M2 福岡大学 

やり投 鈴木  凜 ｽｽﾞｷ ﾘﾝ M1 九州共立大学 

やり投 清川 裕哉 ｷﾖｶﾜ ﾋﾛﾔ 4 東海大学 

女子 100m 山形 愛羽 ﾔﾏｶﾞﾀ ｱｲﾊ 2 福岡大学 

100m 奥野 由萌 ｵｸﾉ ﾕﾒ 4 甲南大学 

800m 西田 有里 ﾆｼﾀﾞ ﾕﾘ 2 立命館大学 

10000m 前田 彩花 ﾏｴﾀﾞ ｱﾔｶ 3 関西大学 

10000m 細見 芽生 ﾎｿﾐ ﾒｲ 1 名城大学 

10000m 橋本 和叶 ﾊｼﾓﾄ ﾜｶﾅ 1 名城大学 

ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ 土屋 舞琴 ﾂﾁﾔ ﾏｺﾄ 4 立命館大学 

ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ 野田真理耶 ﾉﾀﾞ ﾏﾘﾔ 3 大東文化大学 

ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ 髙橋  葵 ﾀｶﾊｼ ｱｵｲ 4 城西大学 

20kmW 柳井 綾音 ﾔﾅｲ ｱﾔﾈ 4 立命館大学 

20kmW 谷  純花 ﾀﾆ ｽﾐｶ 3 金沢学院大学 

100mH 島野 真生 ｼﾏﾉ ﾏｵ M2 日本女子体育大学 

100mH 本田  怜 ﾎﾝﾀﾞ ﾚｲ M2 順天堂大学 

400mH 瀧野 未来 ﾀｷﾉ ﾐｸ 2 立命館大学 

3000mSC 山下 彩菜 ﾔﾏｼﾀ ｱﾔﾅ 4 大阪学院大学 

走幅跳 乙津 美月 ｵﾂ ﾐﾂﾞｷ 4 日本女子体育大学 

走幅跳 木村 美海 ｷﾑﾗ ﾐｳ M3 四国大学 

ハンマー投 村上 来花 ﾑﾗｶﾐ ﾗｲｶ 4 九州共立大学 

やり投 村上 碧海 ﾑﾗｶﾐ ｱｵｲ 4 日本体育大学 

 

  ※１．正式には、JOC に推薦した後、JOC の認定手続きをもって決定となる。 

※２．故障などのために代表を取り消した場合に、エントリー締切り前であるときは、別の競技者

（同一種目とは限らない。）を代表選手として追加選考することがある。 

     

以 上 


